前期チャールキヤ朝史の再検討（その3 ） -3 代王マンガレーシャ時代の社会と文化を中心に- by 石川 寛


























































































　　　 Damayantīṃ－iva mahāpativratāṃ Batpūra－kula－lalāma－bhūtaṃ naikavidha－ 
dharmma－phala－bhāggya－pavitrīkṛta－śarīrāṃ sva－guru－patnīṃ Durllabha－nāma 





























　　　 ati－bala－parākaramôtsāha－saṃpannaḥ śrī－Maṅgaleśvaro raṇavikrāntaḥ 








　　　 prabhārañjita－ pādayugalaḥ catus－sāgara－paryyant－āvanī－vijaya－maṅgalaikâgāraḥ 









　　　1.　svasti ［11＊］ śrīmat pṛthivīvallabha－Maṃgalīsanā

















































































































































































































　　　4.　yar ［1＊］ ivarā mudu－tāyvir Rēvamañcaḷgaḷ-avarā




　　　7.　muṃ goṭṭu Dēvanā pīṭhamān kisuvine kaṭṭi beḷḷiyā
　　　8.　koḍeyān ē
¨
risi（ye） Mangaḷuḷḷe aṣṭaśtam kṣē-
　　　9.　tra［ṃ＊］ goṭṭo［r］ ［ll＊］ idān a
¨






























































『世界史史料 2  南アジア・イスラーム世界・アフリカ』岩波書店
同　［2013］「前期チャールキヤ朝史の再検討― 3代王・ 4代王の治世を中心に」東洋学研究第50
号、東洋大学・東洋学研究所
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（ 3）　Padigar ［2010］ No. 8　以下、準拠した刻文テクストについては、パディガールの刻文集
の掲載番号を掲げ、掲載されていない場合のみ、その初出を示す。
（ 4）　Padigar No. 6
（ 5）　Padigar No.13
（ 6）　60年を 1周期とするヒンドゥー暦の年の 1つ。
（ 7）　ナーラーヤナ・バリは、罪深くして死んだ者への葬送儀礼の意味もあり、その場合第 3窟
の活動とどのようにかかわるのか、詳細は不明。
（ 8）　貨幣の単位。パナ金貨の16分の 1の価とされる。Sircar ［1966］ p.376
（ 9）　バラモン殺し、飲酒、黄金を盗むこと、師の妻と性的交わりを持つこと、以上 4つの罪を





（14）　アイホレ碑文、 3～ 4行目 : Padigar No.22 ; Ramesh［1984］p.38
（15）　Padigar No.12






Padigar No.10 ; 石川 ［2013］
（18）　シャーラバンジカーには「遊女」の意味もある。Cf. M.Monier Williams, Sanskrit－English 
Dictionary, Oxford University Press, 1899, p.1067
（19）　註（ 8）を参照。
（20）　Michell［2014］など。
（21）　Padigar, No. 117
（22）　自身、母、祖母の三代に対して、いずれもその名の末尾に尊敬の意を表す複数形語尾
（honourific plural）gaḷが付けられていることから、「大姉」の語を用いた。
（23）　地積単位と考えられるが、詳細不明。
（24）　ヴェーダの祭式。ヒランニャガルバは「黄金の子宮」を意味して原初の世界生成を象徴す
る。儀式は王の即位の際などに王権の正統性を誇示するために行われる。
（25）　石川［2016］
（26）　グプタ朝時代に成熟した遊女の文化があったであろうことは『土の小車』『遊女の足蹴』
などの文学作品からうかがい知ることができる。また時代と場所を大きく隔てていてとうて
い同列に論じることはできないとはいえ、天皇（法皇）と関係を持った遊女が日本の文学伝
統の中で果たした役割の小さくないことを示す、大岡信『うたげと孤心』の「帝王と遊君」
が参考になる。
（ 441 ）
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